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市
役
所
本
庁
舎
は
昭
和
49
年
の
建
設
か
ら

39
年
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
が
生

じ
て
い
た
た
め
、
６
月
か
ら
改
修
工
事
を
行

い
、
庁
舎
の
延
命
化
と
併
せ
て
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
図
り
ま
し
た
。

【
整
備
内
容
】
外
壁
（
２
０
５
０
㎡
）
に
外

断
熱
パ
ネ
ル
を
設
置
、そ
の
他
壁
面（
７
６
２

㎡
）
の
塗
装
改
修
、
屋
上
（
２
３
４
９
㎡
）

の
防
水
塗
装
・
補
修
工
事

【
事
業
費
】
９
０
０
３
万
円
（
う
ち
国
か
ら

の
助
成
２
３
７
３
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ  

財
産
管
理
課（
２
５・３
１
４
３
）

　

萩
市
消
防
署
配
備
の
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
老
朽
化
（
平
成
５
年
２
月
配

備
）
に
伴
い
、新
し
い
車
両
を
配
備
し
て
、

３
月
１
日
か
ら
運
用
開
始
し
ま
し
た
。

　

消
火
用
の
２
０
０
０
ℓ
の
タ
ン
ク
を
搭

載
し
、
火
災
時
の
水
利
と
し
て
効
率
よ
く

消
火
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に
登
録
し
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
出
動
要
請
が
あ
っ
た
場

合
、
全
国
に
災
害
派
遣
さ
れ
ま
す
。

【
事
業
費
】
３
９
２
４
万
円
（
う
ち
国
庫

補
助
１
０
２
７
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課
（
２
５
・
２
７
８
０
）

　

む
つ
み
地
域
高た
か
さ
し
も

佐
下
安あ
ん
づ
け

附
に
、
老
朽
化

が
進
み
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
教
職
員

住
宅
を
改
修
し
て
、
１
次
産
業
の
担
い
手

定
住
促
進
住
宅
を
２
棟
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
敷
地
内
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進

住
宅
を
改
修
し
て
、
田
舎
暮
ら
し
を
志
向

す
る
都
市
住
民
等
の
受
け
入
れ
と
定
着
を

推
進
す
る
た
め
の
滞
在
施
設
「
む
つ
み
交

流
研
修
施
設
」
を
２
棟
整
備
し
ま
し
た
。

【
事
業
費
】
担
い
手
定
住
促
進
住
宅
９
７

６
万
円
（
う
ち
国
庫
補
助
５
５
０
万
円
）、

交
流
研
修
施
設　

８
２
９
万
円
（
全
額
国

2月
　
「
つ
つ
じ
」
前
の
国
道
２
６
２
号
は
交

通
量
も
多
く
、
出
入
り
す
る
車
両
で
混
雑

し
、
追
突
事
故
等
の
危
険
性
が
極
め
て
高

い
た
め
、
出
入
口
に
出
口
用
の
右
折
レ
ー

ン
と
左
折
レ
ー
ン
を
増
設
し
、
出
入
り
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
で
安
全
を
確
保
し

ま
し
た
。
ま
た
、
駐
車
場
の
法の
り
め
ん面
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
、
崩
落
に
よ
る
脱
輪
等

を
防
ぐ
こ
と
で
駐
車
場
の
安
全
確
保
も
図

り
ま
し
た
。

【
整
備
内
容
】
進
入
路
の
拡
幅
４
ｍ
、
張

コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
２
８
㎡

【
事
業
費
】
２
２
６
万
円
（
う
ち
県
補
助

１
１
３
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

旭
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

（
５
５
・
０
２
１
３
）

庫
補
助
）

■
問
い
合
わ
せ

農
政
課
（
２
５
・
４
１
９
２
）

むつみ交流研修施設（左）と担い手促進住宅（右）

工事前（上）
工事後（下）
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平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
に
「
明
治
維

新
１
５
０
年
」
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
幕
末
・
明
治
維
新
に
関
し
、
萩

ゆ
か
り
の
人
物
や
歴
史
な
ど
を
学
ぶ「
萩
・

幕
末
維
新
検
定
」
を
、
２
月
23
日
に
Ｊ
Ａ

あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
本
所
な
ど
３
カ
所
６
会
場

で
行
い
、
全
国
か
ら
４
１
０
人
の
申
し
込

み
が
あ
り
、３
５
３
人
が
受
検
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
定
は
、
近
代
日
本
の
扉
を
開
い

た
先
達
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
、「
明
治
維

新
胎
動
の
地
」
と
し
て
、
先
達
の
織
り
な

す
「
幕
末
・
維
新
の
萩
物
語
」
を
語
り
広

め
、
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
に
明
治

維
新
１
５
０
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

今
年
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

公
式
テ
キ
ス
ト
（
問
題
集
）
を
11
月
に

発
売
し
、
検
定
で
は
テ
キ
ス
ト
の
３
４
３

問
の
問
題
や
解
説
か
ら
、
択
一
式
50
問
、

記
述
式
50
問
を
出
題
し
、
80
問
以
上
の
正

解
で
合
格
と
な
り
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
、
松
下
村
塾
で
の
講
義
体

験
や
、
萩
博
物
館
収
蔵
庫
で
吉
田
松
陰
の

手
紙
な
ど
の
資
料
を
直
接
見
る
こ
と
が

で
き
る
、
受
検
者
特
典
ツ
ア
ー
も
行
い
、

１
７
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▽
受
検
者
数　

３
５
３
人
（
男
性
２
３
９

人
、
女
性
１
１
４
人
）

◦
住
所
別　

県
外
41
人
（
12
％
）、
萩
市

を
除
く
県
内
１
５
６
人
（
44
％
）、
市
内

１
５
６
人
（
44
％
）

◦
年
齢　

11
〜
92
歳
（
平
均
51
歳
）

▽
合
格
者　

２
０
４
人（
男
性
１
３
７
人
、

女
性
67
人
）

◦
合
格
率
57
・
８
％

◦
最
年
少
18
歳
、
最
年
長
85
歳
（
平
均
54

歳
）

◦
平
均
点　

77
点
（
１
０
０
点
満
点
）

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
２
５
・
３
２
９
０
）

萩
に
ゃ
ん
も
受
検
者
を
激
励

※第１回検定の問題・解答は、萩市公式
ホームページ＞萩まちじゅう博物館＞
萩・幕末維新検定（http://machihaku.
city.hagi.lg.jp/bakumatsuishin/）に 掲
載しています。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.106

　

早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
素
晴
ら
し

さ
は
人
影
の
な
い
と
こ
ろ
で
思
い
も

か
け
ぬ
光
景
に
出
会
う
こ
と
。
朝
６

時
過
ぎ
、
今
ま
で
は
暗
闇
の
世
界
が

次
第
に
明
る
く
変
化
し
て
い
く
。
田

床
山
や
唐と
う
じ
ん
や
ま

人
山
の
稜
線
と
空
が
少
し

ず
つ
赤
味
を
帯
び
て
い
く
姿
、
ま
た

そ
の
上
空
に
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス（
金
星
）

が
く
っ
き
り
と
輝
き
を
見
せ
て
く
れ

る
。「
春
は
あ
け
ぼ
の
。
や
う
や
う

白
く
な
り
ゆ
く
、
山
ぎ
は
す
こ
し
あ

か
り
て
…
」
清
少
納
言
が
描
写
す
る

京
都
と
は
土
地
柄
も
違
う
が
、
季
節

の
移
ろ
い
と
と
も
に
見
る
こ
と
の
で

き
る
早
朝
の
風
情
は
「
三さ
ん
も
ん文

」
以
上

の
贈
物
で
あ
る
。

　

し
か
し
毎
朝
こ
の
よ
う
な
澄
み
切

っ
た
あ
け
ぼ
の
の
光
景
を
満
喫
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
雨
や
曇
り
の
日

も
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
萩
の
早
春

の
風
物
詩
と
も
言
わ
れ
る
黄
砂
も
あ

る
。
ゴ
ビ
や
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
等

の
砂
塵
が
偏
西
風
に
乗
っ
て
来
萩
。

近
時
、
汚
染
物
質
や
病
原
微
生
物
の

付
着
も
話
題
と
な
り
、
風
流
の
世
界

だ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
Ｐ
Ｍ
2.5
の

濃
度
に
は
要
注
意
。

■択一式（番号で答える）
10 久坂玄瑞が、吉田松陰のことを知り、
入塾するきっかけを作った人物は誰か。
①滝弥太郎　②宮

み や べ

部鼎
て い ぞ う

蔵　③高杉晋作
16 アメリカのペリーが日米和親条約を締
結した同じ頃、クリミア戦争でイギリス
やフランスを相手に戦った国はどこか。
①スペイン　②ロシア　③オランダ
■記述式（漢字で答える）
61松下村塾の四天王と呼ばれた塾生で、
元治元年（1864）６月に、尊王攘夷派の
勢力回復のため、諸藩の志士と京都の池
田屋で会合中、新選組に襲撃され死亡し
たのは誰か。
83 元治元年の禁門の変で、浪士隊に加
わっていた山田顕

あ き よ し

義は、敗走して京都の
どこへ逃れたか。



市報HAGI●2014（平成26）年３月15日号 4

▼
定
住
総
合
相
談
窓
口

　

市
で
は
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
な
ど

に
よ
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
移
住
・
交
流
を
促
進
し
、
地
域
活
力

の
維
持
向
上
を
図
る
一
環
と
し
て
、
平
成

18
年
に
「
定
住
総
合
相
談
窓
口
」
を
設
置

し
、萩
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ
る
市
外
・

県
外
の
方
へ
の
住
ま
い
を
中
心
と
し
た
情

報
提
供
や
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
な

ど
、
市
外
か
ら
の
移
住
を
促
進
す
る
た
め

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
定
住
支
援
サ
イ
ト
「
萩
ふ
る
さ

と
タ
ー
ン
応
援
団
」

　

萩
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た

め
に
、
住
ま
い
や
雇
用
、
就
業
な
ど
の
情

報
、
移
住
さ
れ
た
方
の
声
な
ど
を
紹
介
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス　

http://w
w

w
.city.hagi.lg.

jp/teijyu/

▼
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

　

市
で
は
、
定
住
総
合
相
談
窓
口
の
設
置

と
併
せ
て
、「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
を

設
立
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
空
き
家
を
移
住
希
望
者
向
け
の

住
ま
い
（
賃
貸
・
売
家
）
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
所
有
者
の
了
解
を
得
て
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

地　域 萩 川上 田万川むつみ 須佐 旭 福栄 合計

世帯数 58 6 7 8 8 6 6 99

人　数 111 13 15 11 13 13 10 186

地　域 萩 川上 田万川むつみ 須佐 旭 福栄 合計

累　計 115 6 23 14 19 8 7 192

現　在 39 1 5 6 5 2 1 59

▼表１ 移住件数（定住総合相談窓口経由、平成18年8月〜26年２月）

▼表２ 空き家情報バンク物件登録件数（平成18年8月〜26年２月）

な
ど
で
物
件
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
利
用
し
て
の
市

外
・
県
外
か
ら
の
移
住
件
数
は
、
平
成
26

年
２
月
末
ま
で
に
66
世
帯
１
３
４
人
で

す
。
ま
た
、
不
動
産
業
者
の
物
件
や
、
集

落
の
自
治
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
設
置

し
て
い
る
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
住
宅
な
ど

へ
の
移
住
も
含
め
る
と
、
99
世
帯
１
８
６

人
の
方
が
定
住
総
合
相
談
窓
口
を
通
じ
て

萩
市
へ
移
住
さ
れ
ま
し
た
（
表
１
）。

《
登
録
に
ご
協
力
を
》

　

２
月
末
現
在
の
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
物

件
登
録
件
数
は
59
物
件
と
な
っ
て
お
り
、

成
約
等
に
よ
っ
て
紹
介
で
き
る
物
件
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

　

現
在
、
使
用
し
て
い
な
い
住
宅
を
所
有

さ
れ
、
貸
し
た
い
、
売
り
た
い
と
お
考
え

　「退職後、第２の人生への準備として農業
研修に励んでいましたが、親族の介護のため、
定住支援サイトを見て、平成 24 年に空き家
情報バンクの賃貸物件に入居しました。
　移住後初めて迎えた夏には、友人に送るほ
ど多くの農作物が収穫できました。地区の
方々とも交流し、地域に溶け込んでいます」

（鎌倉市から吉部上へ　池田壽
ひ さ お

夫さん、71歳）

　「横浜で会社勤めをしながら、いつか自分
の店を持ちたいと考えていました。
　お店のことだけでなく、家族のことにも気
を使う時間が持ちたい。萩ではそんな暮らし
ができると考え、萩市への移住を決めました。
現在、田町商店街で自然派カフェ＆バーを経
営しています」

（横浜市から平安古町へ　浅井朗
ろ う た

太さん、34歳）

定住支援のパンフレット
を作成し、県外でも配付

の
方
は
、
企
画
政
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い

た
だ
き
、移
住
希
望
者
向
け
の
住
ま
い（
賃

貸
・
売
家
）
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全

国
に
発
信
し
ま
す
。

▼
移
住
支
援
員

　

年
々
増
加
す
る
相
談
に
、
よ
り
き
め
細

か
く
対
応
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら

移
住
支
援
員
を
２
人
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
希
望
者
の
相
談
や
現
地
案
内
を
行

う
と
と
も
に
、
空
き
家
の
調
査
や
、
移
住

を
希
望
さ
れ
る
地
区
の
方
と
の
連
携
を
図

る
な
ど
円
滑
な
移
住
と
定
着
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
８
１
９
）
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■対象者　小学校１年生～６年生
■参加費用　無料（活動内容により、材料費や保険料等
　が必要）
■申込方法　各教室によって異なります。詳細は文化・
　生涯学習課または各公民館へお問い合わせください。
■問い合わせ　文化・生涯学習課（２５・３５９０）
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山
陰
道
の
早
期
整
備
に
向
け 

４
市
長
会
議
で
意
見
交
換

輝
元
公
と
晋
作
の
銅
像
が
き
れ
い
に

　

毛
利
輝
元
公
銅
像
（
平
成
16
年
建
立
、
指

月
公
園
入
口
）
や
高
杉
晋
作
立り
っ
し志
像
（
平
成

22
年
建
立
、
晋
作
広
場
）
の
制
作
者
で
、
彫

毛利輝元公銅像

刻
家
の
江え

り里
敏
明
さ
ん
（
京
都
市
）
と

弟
子
の
グ
ル
ー
プ
「
愚ぐ
し
ょ
う象
の
会
」
の
皆

さ
ん
が
、
２
月
19
、
20
日
に
萩
を
訪
れ
、

銅
像
保
存
の
研
修
に
併
せ
て
銅
像
の
手

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

輝
元
公
銅
像
は
建
立
か
ら
10
年
が
経

過
し
、
窪
み
に
雨
水
が
た
ま
り
腐
食
も

見
ら
れ
、
念
入
り
に
ご
み
や
コ
ケ
を
落

と
し
、最
後
に
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
て
完
成
。

晋
作
立
志
像
も
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
来
年
は
大
河
ド
ラ
マ
も
あ
り
、
萩
を
訪
問

す
る
観
光
客
も
増
え
る
。
い
つ
ま
で
も
、
き

れ
い
な
銅
像
を
見
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

萩
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
の
知
名
度
向
上
を
目
的

に
、
料
理
専
門
誌
や
テ
レ
ビ
関
係
者
な
ど
を

対
象
に
し
た
、
萩
の
ブ
ラ
ン
ド
食
材
を
使
っ

た
試
食
会
が
２
月
18
日
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
・
イ
ー
ス
ト
タ
ワ
ー
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

萩
の
「
お
い
し
さ
」
を
首
都
圏
へ
発
信

太
郎
な
ど
を
使
い
、
素
材
の
良
さ
を
生
か
し

た
料
理
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

じ
く
萩
ふ
る
さ
と
大
使
の
松
方
弘
樹
さ
ん
も

駆
け
つ
け
、
萩
の
マ
グ
ロ
の
魅
力
を
紹
介
し

ま
し
た
。

で
行
わ
れ
、
安
倍
昭あ
き
え恵

首
相
夫
人

ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

料
理
は
、
２
０
１
２
年
の
ダ
ボ

ス
会
議
（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
）「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
」
で
料

理
責
任
監
を
務
め
た
、
萩
ふ
る
さ

と
大
使
の
奥
田
政ま
さ
ゆ
き

行
シ
ェ
フ
が
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
。
萩
の
誇
る
ブ
ラ
ン

ド
魚
の
真
ふ
ぐ
や
あ
ま
だ
い
、
金

「萩のあまだい」のうろこ
焼きと春野菜のスープ

　

２
月
７
日
、
萩
市
、
長
門
市
、
島
根
県
浜
田
市
、

益
田
市
の
４
市
長
会
議
が
萩
博
物
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
４
市
長
会
議
は
県
境
に
近
接
す
る
４
市

が
共
通
の
課
題
を
解
決
し
連
携
を
深
め
て
い
く
た

め
、
市
長
が
直
接
意
見
交
換
す
る
も
の
で
、
毎
年

各
市
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
４
市
が
連
携
し
て
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の

浜
田
駅
か
ら
長
門
駅
間
に
観
光
列
車
を
走
ら
せ
る

検
討
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
陰
自
動
車
道
の
早
期
整
備
に
向
け
た
活

動
や
萩
・
石
見
空
港
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
協
議

の
ほ
か
、
防
災
対
策
で
は
昨
年
の
集
中
豪
雨
災
害

の
報
告
な
ど
を
行
い
、
災
害
時
に
お
け
る
４
市
の

連
携
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
か
ら
３
月
30
日
ま
で
、
笠
山
椿

群
生
林
で
「
萩
・
椿
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

３
月
下
旬
ま
で
約
２
万
５
０
０
０
本
の
椿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

会
期
中
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
は
、
椿

見
ど
こ
ろ
案
内
人
に
よ
る
ガ
イ
ド
や
萩
椿
小

町
に
よ
る
お
出
迎
え
、
萩
市
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
萩
に
ゃ
ん
」
の
登
場
の
ほ
か
、
地
元

特
産
品
や
椿
グ
ッ
ズ
の
販
売
、
う
ど
ん
な
ど

の
飲
食
ブ
ー
ス
も
人
気
で
す
。

　

会
期
前
半
の
週
末
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
来
場
者
が
椿
の
花
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
萩
に
ゃ
ん
と
一
緒
に
写
真
を
撮

る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

萩にゃんと記念撮影

可
憐
に
咲
く
椿
が
お
出
迎
え
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【男子規定単独演武】

樋
ひ づ め

爪 倫
り ん と

人

【男子自由単独演武】

権
ごんだい

代 航
こういち

一

磯
い そ べ

部　翼
つばさ

久保田 健
け ん た

太
（１年、堀内） （１年、大井）

【男子規定組演武】

（
３
月
22
〜
23
日 

香
川
県
）

全
国
高
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会

少林寺
■
萩
商
工
高
校 

少
林
寺
拳
法
部

都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
３
月
28
〜
30
日 

東
京
都
）

（
３
月
22
〜
23
日 

香
川
県
）

バスケット

豊田 嵐
あ ら し

士
（大島中２年、大島）

【男子81㎏級】

管
すげた

田 敬
けいすけ

介

【男子73㎏級】

山中 寛
かんすけ

右

【男子60㎏級】

原田 雄
ゆうすけ

介

新
しんどう

藤 一
か ず は

葉 俵
たわら

 未
み な み

奈美
（１年、美祢市）

（１年、椿東） （２年、周南市） （２年、周南市） （２年、椿） （２年、大井）

（１年、美祢市）

【女子規定組演武】

全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会

柔 道
■
萩
高
校 

柔
道
部

（
３
月
19
〜
21
日 
東
京
都
）

　

国
、
県
、
関
係
自
治
体
・
団
体
で
組

織
す
る
「
萩
往
還
社
会
実
験
協
議
会
」

で
は
、
今
年
度
の
国
土
交
通
省
の
事
業

採
択
を
受
け
、
萩
往
還
の
利
便
性
の
向

上
や
安
全
性
の
確
保
等
を
目
的
と
し
た

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
に
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
や
観
光
事
業
者
な
ど
52
人
が
社

会
実
験
の
効
果
を
確
か
め
な
が
ら
歩
く

モ
ニ
タ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
３
月
６
日
に
は
、
地
域
住

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
対
象
と
し
た
、
維

持
・
管
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。

①
案
内
・
誘
導
標
識
等
の
設
置
（
仮
設
）

　

２
㎞
ご
と
に
現
在
の
距
離
が
分
か
る

キ
ロ
ポ
ス
ト
標
識
（
21
カ
所
）
や
、
誘

導
標
識
（
38
カ
所
）、
案
内
看
板
、
歩

行
者
が
国
道
２
６
２
号
を
横
断
す
る
危

険
な
場
所
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
を
促

す
看
板
を
３
月
末
（
予
定
）
ま
で
設
置
。

②
萩
往
還
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
の
作
成

　

案
内
・
誘
導
標
識
と
連
動
さ
せ
、
携

帯
電
話
不
感
地
帯
や
国
道
２
６
２
号
の

横
断
危
険
箇
所
な
ど
を
表
示
し
た
マ
ッ

プ
を
作
成
。

※
萩
市
観
光
協
会
、
萩
温
泉
旅
館
協
同

組
合
、
道
の
駅 

萩
往
還
等
で
配
付
。

③
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
と
連
携
し
た
送

迎
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　

や
ま
ぐ
ち
萩
往
還
語
り
部
の
会
が
モ

ニ
タ
ー
と
な
り
、
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
無

料
送
迎
を
実
施
。

①
企
業
広
告
等
収
益
に
よ
る
持
続
可
能

な
維
持
・
管
理
の
仕
組
み
づ
く
り

　

協
賛
企
業
を
募
集
し
、
協
賛
の
あ
っ

た
16
社
（
69
万
円
）
に
つ
い
て
標
識
や

マ
ッ
プ
等
に
掲
出
。

②
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ
る
維

持
・
管
理
の
仕
組
み
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ

萩
往
還
社
会
実
験
協
議
会
事
務
局
（
企

画
政
策
課
内　

２
５
・
３
５
６
９
）

注意喚起の看板（左）とキロポスト標識
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■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
が
い
等
級
が

1
級
〜
３
級
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
が
い
種
別
が

腎
臓
機
能
障
が
い
で
通
院
に
よ
る
人
工

透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
方

③
療
育
手
帳
A
の
方

④
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

※
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
、
高
齢
者
の
リ
フ

ト
付
タ
ク
シ
ー
専
用
利
用
券
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
、
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

在
宅
で
高
齢
者
等
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
に
、
紙
お
む
つ
等
の
購
入
の
た
め

の
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
高
齢
者
等
（
介

護
保
険
制
度
の
要
介
護
１
〜
５
）
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
で
、
同
居
・
別
居

に
か
か
わ
ら
ず
、市
民
税
非
課
税
世
帯（
介

護
者
、
要
介
護
者
と
も
）
の
方

■
利
用
方
法　

市
内
の
登
録
協
力
店
に
て

利
用
券
と
介
護
用
品
を
引
き
換
え

■
利
用
上
限
額

要
介
護
１
〜
３
＝
３
万
５
０
０
０
円

要
介
護
４
〜
５
＝
７
万
５
０
０
０
円

※
10
月
以
降
申
請
分
は
半
額

　

高
齢
者
等
で
、
一
般
公
共
交
通
機
関
の

利
用
が
困
難
な
方
に
交
付
し
ま
す
。保
健
・

医
療
機
関
へ
の
通
院
に
限
り
使
用
で
き
ま

す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
原
則
、
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方

②
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
の
移
送
が
必
要
な

方
、
常
時
車
椅
子
を
使
用
す
る
な
ど
一
般

の
タ
ク
シ
ー
で
の
移
送
が
困
難
な
方

③
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
な
い
方

※
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
や
、
自
動
車
税
・
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
利
用
券　

１
枚
５
０
０
円

※
１
回
に
使
用
す
る
枚
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
交
付
枚
数　

年
間
40
枚
（
２
万
円
分
）

※
10
月
以
降
申
請
分
は
20
枚
（
１
万
円

分
）。

■
運
行
時
間　

原
則
、
午
前
７
時
30
分
〜

午
後
６
時

※
事
前
に
登
録
事
業
所
に
予
約
が
必
要
で

す
。
治
療
等
で
運
行
時
間
外
に
利
用
す
る

場
合
は
、事
業
所
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
介
助　

運
転
手
１
人
で
の
対
応
の
た

め
、
乗
降
時
以
外
の
介
助
は
で
き
ま
せ
ん

（
居
室
か
ら
の
移
動
な
ど
で
介
助
が
必
要

な
場
合
は
、
家
族
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で

対
応
し
て
く
だ
さ
い
）。

■
申
請
方
法

◦
介
護
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、高
齢
・

障
が
い
支
援
課
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
備
え
付
け
の
申
請
書
を
提
出

◦
各
担
当
地
区
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
訪
問
、
代
行
申
請

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
が
い
支
援
課
高
齢
福
祉
係
（
２

５
・
３
１
３
７
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
各
担
当
地
区
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

　

寝
た
き
り
等
で
自
宅
か
ら
理
容
院
や
美

容
院
に
出
向
く
こ
と
困
難
な
方
が
、
自
宅

で
散
髪
等
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
訪
問
に
か
か
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
高
齢
者
で
、
心

身
の
障
が
い
の
た
め
、
自
宅
か
ら
理
容
院

や
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方

■
利
用
方
法　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に

利
用
券
を
提
出

■
利
用
者
負
担
金　

理
美
容
料
金
は
実
費

（
訪
問
に
か
か
る
経
費
は
無
料
）

■
利
用
限
度　

年
６
回

■
利
用
券　

１
枚
５
０
０
円

■
交
付
枚
数　

年
間
１
冊
48
枚
（
２
万

４
０
０
０
円
）

※
１
回
に
つ
き
１
枚
の
み
の
使
用
で
す
。

※
透
析
で
通
院
の
場
合
、
週
２
回
通
院

さ
れ
る
方
は
１
冊
、
週
３
回
通
院
さ
れ

る
方
は
２
冊
追
加
交
付
し
ま
す
。
追
加

交
付
の
場
合
は
医
療
機
関
の
証
明
（
通

院
状
況
の
わ
か
る
も
の
）が
必
要
で
す
。

■
申
請
方
法　

障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を

持
参
し
、
高
齢
・
障
が
い
支
援
課
、
各

総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
備
え
付
け

の
申
請
書
を
提
出

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
が
い
支
援
課
障
が
い
福
祉
係

（
２
５
・
３
５
２
３
）、
各
総
合
事
務
所

市
民
窓
口
部
門

※
10
月
以
降
申
請
分
は
３
回
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
へ
、
介
護
用
品
支
給
や
訪
問
理

美
容
、
交
通
手
段
の
確
保
な
ど
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
26
日
か
ら
平
成
26
年
度
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
25
年
度
の
利
用
期
限
は
３
月
31
日
で
す
。
有
効
期
限
の
過
ぎ
た

も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は
、
国
や
県

か
ら
の
負
担
金
や
調
整
交
付
金
な
ど
の
収

入
と
、
今
後
必
要
な
医
療
給
付
費
等
の
支

出
を
推
計
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
の
医
療
費
は
全
国
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
す
。
こ
れ
は
、
地
域
人
口
の
高
齢

化
の
影
響
に
よ
り
ま
す
が
、
全
国
平
均
と

比
較
し
て
、
入
院
・
食
事
・
生
活
療
養
費

が
高
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
の
医
療
費
を
年
代
別
に
見
る
と
、

学
齢
前
が
少
し
高
く
、
若
い
世
代
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
年
齢
が
上
が

る
に
つ
れ
て
高
く
な
り
、
70
歳
以
上
で
生

涯
医
療
費
の
49
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
参
照
）。

　

ま
た
、
多
く
の
疾
病
に
つ
な
が
る
生
活

習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し

ま
す
。
特
定
健
診
等
で
早
期
に
予
防
を
行

う
こ
と
で
、
そ
の
後
に
か
か
る
医
療
費
の

負
担
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
医
療
費
の
節
減
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
運
営
は
、

医
療
費
の
増
加
に
よ
り
大
き
く
影
響
を
受

け
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
の

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
、
医
療
費
と
自

己
負
担
額
の
節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
で
、
医
療
費
を
抑
制
（
節
約
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
康
の
維
持
・

病
気
の
予
防
を
積
極
的
に
行
い
、
定
期
的

な
健
康
管
理
を
行
う
な
ど
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
給
付
係
（
２
５
・
３
１
４
７
）

国民健康保険
シリーズ⑬〈最終回〉

　

新
聞
の
訪
問
販
売
に
関
す
る
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
高
齢
の
消

費
者
に
対
す
る
長
期
契
約
に
関
す
る
内

容
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

〈
事
例
〉

　

両
親
が
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
す
る
こ

と
に
な
り
、
新
聞
を
解
約
し
よ
う
と
販

売
店
に
連
絡
し
た
。
す
る
と
、「
解
約
す

る
の
な
ら
、
購
読
期
間
が
残
り
６
年
半

あ
る
の
で
、
違
約
金
の
支
払
い
と
、
契

約
時
に
渡
し
た
景
品
代
を
返
し
て
ほ
し

い
」と
言
わ
れ
た
。
長
年
同
じ
新
聞
を

購
読
し
て
き
て
、３
年
前
に
５
年
の
契

約
を
し
て
景
品
を
も
ら
い
、
さ
ら
に
、

１
年
半
前
に
そ
の
後
４
年
間
の
契
約
を

し
て
、
ま
た
ビ
ー
ル
券
な
ど
の
景
品
を

も
ら
っ
た
ら
し
い
。
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
る
解
約
な
の
に
、
解
約
に
多
額

の
お
金
が
か
か
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

◦
契
約
期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
は
、

消
費
者
の
都
合
で
一
方
的
に
解
約
で
き

な
い
の
が
原
則
で
す
。
契
約
を
す
る
前

に
購
読
で
き
る
か
慎
重
に
考
え
、
必
要

な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

◦
長
期
の
契
約
で
は
、
介
護
・
入
院
な

ど
の
理
由
で
購
読
を
続
け
ら
れ
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
解
約
を
申

し
出
た
時
、
事
例
の
よ
う
に
景
品
代
や

違
約
金
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
先
の
見
通
せ
る
範
囲
で
契
約
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
等
が
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
萩

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日 

午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
・
年

末
年
始
は
除
く
）

■
相
談
直
通
電
話

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

ー
ナ
ー
コ
活
生
費
消

0

50

100

150

200

250

300

10
0
以
上

95
～
99

90
～
94

85
～
89

80
～
84

75
～
79

70
～
74

65
～
69

60
～
64

55
～
59

50
～
54

45
～
49

40
～
44

35
～
39

30
～
34

25
～
29

20
～
24

15
～
19

10
～
14

5～
9

0～
4

生涯医療費　2,400 万円

70歳未満

51％

70歳以上

49％

■生涯医療費（平成 22 年度推計）
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市
報
１
月
15
日
号
で
、
当
院
の
桑
原
医

師
が
救
急
車
の
適
正
利
用
を
訴
え
て
い
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
さ
ら
に
重
症
、

緊
急
の
場
合
の
患
者
搬
送
手
段
が
あ
る
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
患
者
搬
送
に
つ
い
て
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
自
衛
隊
の
ヘ
リ
搬
送
は
？

わ
れ
ま
す
。

　

急
患
が
発
生
し
て
ヘ
リ
搬
送
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
と
、
県
を
通
じ
て
自
衛
隊
へ

災
害
派
遣
（
患
者
搬
送
）
が
要
請
さ
れ
、

福
岡
県
の
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
か
ら
の

Ｕ
１
２
５
Ａ
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
よ
る
安
全
確

認
と
Ｕ
Ｈ
60
Ｊ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
患

者
搬
送
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
自
衛
隊
ヘ
リ
に
は
市
民
病
院
医

師
が
同
乗

　

自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
患
者
搬
送

は
、
医
師
の
同
乗
が
必
要
な
た
め
、
現
在

も
市
民
病
院
の
医
師
が
24
時
間
対
応
し
、

乗
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

過
去
５
年
間
で
、
年
間
４
～
８
人
程
度

の
患
者
搬
送
実
績
が
あ
り
ま
す
。
夜
中
に

ジ
ェ
ッ
ト
機
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞

こ
え
た
ら
、
見
島
か
ら
の
患
者
搬
送
の
音

と
思
わ
れ
て
、ま
ず
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

付
近
の
住
民
の
方
々
に
は
か
な
り
の
騒

音
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
重
症
の
急
患
搬
送

で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
は
？

　

一
方
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
山
口
県
で

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
救
急
医
療
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

こ
と
で
、
救
急
医
療
用
機
器
等
を
装
備
し

て
お
り
、
救
急
医
療
専
門
の
医
師
と
看
護

師
を
救
急
現
場
に
い
ち
早
く
運
び
、
直
ち

に
治
療
を
開
始
、
高
度
な
医
療
機
関
に
患

者
を
搬
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
市
内
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

場
外
離
着
陸
場（
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

が
46
カ
所
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
地
域

か
ら
も
患
者
搬
送
が
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

萩
市
消
防
本
部
管
内
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
利
用
件
数
は
平
成
23
年
が
16
件
、
24

年
が
30
件
、
25
年
が
33
件
と
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
搬
送
例
で
最
も
多
い
の
は
頭

部
の
疾
患
で
、
そ
の
中
で
も
脳
出
血
が
主

な
原
因
で
し
た
。
続
い
て
重
症
外
傷
、
心

疾
患
、
呼
吸
器
疾
患
と
続
き
ま
す
。

■
救
急
出
動
と
転
院
搬
送

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
対
応
は
、
医
師

に
よ
る
緊
急
診
断
処
置
が
必
要
な
救
急
現

場
へ
出
動
す
る
場
合
と
、
患
者
を
短
時
間

で
高
度
な
医
療
機
関
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
な
ど
に
分
か
れ
ま
す
。
転

院
搬
送
は
急
を
要
す
る
重
症
患
者
に
限
定

さ
れ
る
た
め
、
搬
送
手
段
を
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
す
る
の
か
、救
急
車
に
す
る
の
か
、

事
前
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
乗
り
込
む
山
口

大
学
医
学
部
附
属
病
院
・
先
進
救
急
医
療

セ
ン
タ
ー
の
医
師
と
十
分
な
協
議
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
現
時
点
で
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
対
応
可
能
な
時
間
帯
は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
日
没
ま
で
の
有
視
界
飛
行
が
で
き

る
と
き
に
限
ら
れ
、
気
象
条
件
も
考
慮
さ

れ
る
の
で
、
安
心
安
全
な
運
航
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

102

萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

副院長
医師：中村　丘

たかし

専門：外科

　

平
成
26
年
３
月
現
在
、

自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
患
者
を
搬
送
す
る
場
合

と
、
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

で
対
応
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
民
間
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
が
出
動
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

自
衛
隊
に
よ
る
離
島
患

者
搬
送
は
、見
島
に
限
り
、

か
つ
、
主
に
船
に
よ
る
海

上
搬
送
が
不
可
能（
困
難
）

な
夜
間
や
悪
天
候
時
に
行
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明
倫
小
学
校
の
新
校
舎
見

学
会

　

４
月
か
ら
隣
接
す
る
旧
萩
商
業

高
校
に
移
転
す
る
明
倫
小
学
校

は
、
昨
年
度
か
ら
旧
校
舎
の
一
部

改
修
と
新
築
校
舎
の
建
設
を
行

い
、
３
月
末
に
整
備
が
完
了
し
ま

す
。

　

新
築
校
舎
は
、
景
観
に
配
慮
し

た
和
風
建
物
で
内
外
装
の
木
材
に

市
有
林
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
見
学
会
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

■
と
き　

３
月
29
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
１
時

※
竣
工
式
は
午
前
10
時
か
ら
。

■
駐
車
場　

明
倫
小
学
校
運
動
場

■
新
校
舎
の
教
室
等

　

新
築
校
舎（
普
通
教
室
４
室
×

６
学
年
等
）、
旧
萩
商
業
高
校
施

設
改
修
校
舎（
校
長
室
、特
別
教
室

等
）、給
食
室
新
築
、プ
ー
ル
改
修
、

周
辺
整
備
等

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課

（
２
５
・
３
５
６
１
）

明
倫
小
学
校
体
育
施
設
の

利
用
の
変
更

　

明
倫
小
学
校
が
４
月
か
ら
新
校

舎
に
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
現

在
の
明
倫
小
学
校
の
体
育
館
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
利

用
は
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

新
し
い
明
倫
小
学
校
施
設
の
利

用
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
変
更

　

４
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
の
制
度
改
正
で
、
保

険
料
は
平
成
29
年
度
ま
で
毎
年

２
８
０
円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
26
年
度

保
険
料
は
予
定
よ
り
８
５
０
円
低

く
、
物
価
や
賃
金
の
低
下
等
に
よ

り
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
年
金
事
務
所（

２
４
・
２
２
３
１
）

市
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
・
年
金

係
（
２
５
・
３
２
３
９
）

　
　

◆
登
録
は
３
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
裂
き
織
り
講
座

■
と
き　

４
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

■
内
容　

古
布
を
使
っ
た
コ
ー
ス

タ
ー
作
り

■
定
員　

10
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円（
材
料
費
別
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

座
布
団
、
額
縁
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ

ト
カ
バ
ー
、
鑑
賞
用
水
槽
２
個
、
エ

レ
ク
ト
ー
ン
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、

小
型
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
本
棚
、
奈

古
高
校
女
子
用
制
服
（
夏
・
冬
）・

体
操
服
一
式
・
カ
バ
ン
、
七
宝
焼
道

具
、
男
児
肌
着
、
勉
強
机

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

冷
風
機
、
子
ど
も
用
自
転
車
（
補
助

輪
付
）、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
ピ
ア
ノ
、

ミ
ニ
バ
イ
ク
・
バ
イ
ク
、
ダ
イ
ニ
ン

グ
こ
た
つ
、
萩
光
塩
学
院
高
校
女
子

制
服
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
カ
バ
ン
、

椿
保
育
園
制
服
一
式
、
ケ
ー
キ
型

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

４
月
９
日
（
水
）
か
ら
使
用
で

き
ま
す
。

○
ナ
イ
タ
ー
設
備

　

９
月
ま
で
に
設
置
す
る
予
定
で

す
。
利
用
に
つ
い
て
は
再
度
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は

他
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

消
防
本
部
執
務
室
の
移
転

　

消
防
本
部
で
は
、
平
成
26
、
27

年
度
事
業
で
通
信
指
令
施
設
の
整

備
、
移
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
消
防
本
部
総
務

課
・
警
防
課
・
予
防
課
の
執
務
室

が
、
３
月
24
日
（
月
）
か
ら
消
防

庁
舎
の
２
階
か
ら
１
階
に
移
転
し

ま
す
。

　

各
課
の
電
話
番
号
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

（
２
５
・
２
７
８
４
）

国
民
年
金
保
険
料
の
改
定

国民年金保険料

現在 月額 1万5040円

改定後 月額 1万5250円
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４
月
か
ら
須
佐
・
弥
富
診

療
セ
ン
タ
ー
の
診
療
日
・

時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

昨
年
７
月
の
集
中
豪
雨
災
害
に

よ
る
須
佐
地
域
の
民
間
医
療
機
関

の
廃
業
に
伴
い
、
市
で
は
須
佐
診

療
セ
ン
タ
ー
を
応
急
的
に
整
備

し
、
昨
年
10
月
か
ら
弥
富
診
療
セ

ン
タ
ー
の
中
山
隆
安
医
師
等
に
よ

り
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
山
口
県
（
自
治
医
科
大

学
）
か
ら
医
師
が
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
４
月
か
ら
診
療

日
・
診
療
時
間
等
を
表
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

地
域
医
療
推
進
課

（
２
５
・
２
１
８
２
）

野
焼
き
に
ご
注
意
を

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
い
た
め
、
県
内
で
野
焼
き
が

原
因
の
火
災
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
火
の
取

り
扱
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
野
焼
き
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た

め
の
ポ
イ
ン
ト

　

乾
燥
注
意
報
や
強
風
注
意
報
発

令
中
は
、
火
の
回
り
が
速
く
な
る

の
で
、
極
力
、
野
焼
き
を
行
わ
な

い
こ
と
。

　

な
お
、野
焼
き
を
行
う
場
合
は
、

事
前
に
最
寄
り
の
消
防
署
（
所
）、

各
総
合
事
務
所
に
「
火
災
と
ま
ぎ

ら
わ
し
い
行
為
等
の
届
出
」
を
提

出
し
、
実
施
日
に
は
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

•
決
し
て
一
人
で
行
わ
ず
、
複
数

人
で
行
う

•
火
の
そ
ば
か
ら
絶
対
に
離
れ
な

い•
水
バ
ケ
ツ
・
水
道
ホ
ー
ス
な
ど

の
消
火
用
具
を
事
前
に
準
備
す
る

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

（
２
５
・
２
７
８
４
）

中
小
企
業
勤
労
者
共
済
制

度
「
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
」

　

中
小
企
業
で
働
く
未
組
織
の
勤

労
者
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、
県

下
全
域
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て

い
る
共
済
制
度
で
す
。

　

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、死
亡
・

障
害
・
入
院
・
住
宅
災
害
等
の
不

測
の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保

障
し
、
さ
ら
に
結
婚
・
出
産
・
銀

婚
・
小
中
高
校
入
学
祝
金
も
給
付

し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
等
の
受
診
料
・
全
国
宿
泊
施
設

利
用
料
の
一
部
助
成
や
協
定
施
設

の
利
用
料
割
引
等
、
会
員
特
典
も

あ
り
ま
す
。

※
事
業
主
が
従
業
員
の
共
済
掛
金

を
負
担
さ
れ
た
場
合
、
税
法
上
損

　

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
８

％
（
消
費
税
率
6.3
％
、
地
方
消
費

税
率
1.7
％
）
に
改
定
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
施
設
の
使
用
料
や
手
数

料
、
駐
車
料
金
な
ど
を
改
定
し
ま

す
。

　

改
定
す
る
主
な
も
の
は
、
市
民

館
、
公
民
館
、
体
育
施
設
、
保
健

セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
使
用
料
、
水

道
使
用
料
、
大
型
ご
み
処
理
手
数

料
、
火
葬
施
設
使
用
料
、
市
営
駐

車
場
等
の
駐
車
料
金
、
道
路
等
の

占
用
料
等
で
す
。

　

改
定
後
の
使
用
料
等
詳
し
く
は

各
施
設
、
ま
た
は
各
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■主な施設の使用料等 （内税）
内　容 現在 ４月１日以降

阿武川温泉入浴料（大人１回）
田万川温泉入浴料（１人）
萩市テニスコート（１面１時間）

400円 410円

し尿処理手数料
（一般家庭１世帯１月） 430円 440円

ごみ処理手数料 大型ごみ（１個）
萩博物館観覧料（常設展示一般1人） 500円 510円

中央公民館使用料（研修室 午前） 940円 970円
総合情報施設使用料

（農村ケーブルテレビ１月） 1,575円 1,620円

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入

で
き
ま
す
。

※
１
型
〜
４
型
に
加
入
さ
れ
た
方

と
配
偶
者
、
子
ど
も
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
型
に
も
加
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
２
５
・
３
５
８
３
）

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
購
読
者

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
で
は
、

市
外
に
住
ん
で
い
る
萩
市
出
身
者

の
方
を
対
象
に
、
ふ
る
さ
と
情
報

紙
「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
購
読

者
を
募
集
し
て
お
り
、
現
在
約

１
７
０
０
人
の
方
に
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
２
カ
月
ご
と
に

発
行
し
、
萩
の
情
報
や
全
国
で
活

型種 月掛金（１人）
１型 450円
２型 900円
３型 1,500円

４型 2,000円

高齢者型 450円

ファミリー型 500円

■掛金の種類

※須佐診療センターの水曜日は弥富診療センターの中山
医師が、神経内科と内視鏡検査を中心に診療します。

診療所 診療科目 診療日 時間

須佐診療
センター

内科
小児科

月・火・木・
金曜日

午前８時30分〜正午
午後１時〜５時15分

水曜日※ 午前８時30分〜正午

弥富診療
センター

内科
神経内科
小児科

月・火・木・
金曜日

午前８時30分〜正午
午後２時〜６時30分

水曜日 午後１時〜５時15分

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
２
５
・
３
３
５
９
）
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躍
し
て
い
る
萩
出
身
者
の
紹
介
等

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
市
外
の
方

だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
全
国
に
お
住
ま
い
の
家

族
や
親
戚
、
友
人
等
へ
の
発
送
を

希
望
さ
れ
る
場
合
、
依
頼
主
が
会

費
を
負
担
し
、
家
族
な
ど
指
定
先

と
同
時
に
、
依
頼
主
に
も
萩
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
発
行　

年
６
回
（
奇
数
月
）

■
年
会
費（
送
料
込
）　

一
般
会
員

２
０
０
０
円
、
特
別
会
員
（
松
陰

カ
レ
ン
ダ
ー
等
贈
呈
）
１
万
円

申
し
込
み

広
報
課
内
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

（
２
５
・
３
１
７
８
）

春
の
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル

　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
で
は
、
一
年
を
通
じ
て

花
に
あ
ふ
れ
た
萩
の
ま
ち
づ
く
り

と
、
花
に
よ
る
市
民
の
緑
化
意
識

の
高
揚
を
目
指
し
て
「
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。

○
花
壇
部
門

•
個
人
の
部

•
地
域
・
職
域
団
体
の
部

•
学
校
花
壇
の
部　

※
い
ず
れ
も
、
合
計
面
積
20
㎡
以

上
の
花
壇
が
対
象
で
す
。

○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー

部
門

　

住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地
等
の

沿
道
の
塀
、壁
、庭
、バ
ル
コ
ニ
ー
、

テ
ラ
ス
（
20
㎡
未
満
の
小
規
模
な

花
壇
）
な
ど
、
誰
も
が
自
由
に
観

賞
で
き
る
場
所
に
花
を
植
栽
し
て

い
る
個
人
や
団
体

■
審
査
基
準　

管
理
状
態
、
花
壇

（
ポ
ッ
ト
）
の
美
し
さ
、
花
壇
の

育
成
状
況
、
花
壇
づ
く
り
の
創
意

工
夫
な
ど

■
審
査
日　

４
月
15
日
（
火
）

（
島
し
ょ
部
、木
間
小・
中
学
校
、
萩

地
域
以
外
の
学
校
は
９
日
〜
11
日
）

■
申
込
方
法　

３
月
31
日
ま
で

に
、花
と
緑
の
推
進
課
、各
総
合
事

務
所
地
域
振
興
部
門
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、部
門
別
を

業務内容 問い合わせ
○

○

○

○
○
○

住民異動届の受付（転入、転出、転居、世帯変更、転校の届
出書の交付等）
各種証明書の交付
住民票の写し、印鑑登録証明、戸籍・除籍・附票の騰・
抄本、戸籍記載事項証明等
※戸籍異動に伴う証明および附票の一部の証明につ　
いては、発行できない場合があります。
国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金に関する届出
および申請（資格の取得・喪失・変更の受付等）
印鑑登録の受付
自動車臨時運行許可 
転入者へのゴミの出し方の説明（分別・場所等）
※他機関への照会が必要なもの、住民票の広域交付・
住民基本台帳カード・電子証明など住民基本台帳ネッ
トワークに係る業務および旅券（パスポート）業務は
除きます。

市民課
25・3493
25・3400

○

○

各種証明書の交付
納税証明、課税証明、所得証明
※固定資産関係証明書は除きます。
国民健康保険料、介護保険料に関する問い合わせ

税務課
25・3479
25・3781

○

○
○
○

児童手当、保育所入所、乳幼児・ひとり親家庭医療費助成
等の申請
児童扶養手当の住所変更届（転出入に伴うもの）
妊婦健康診査受診票交付（転入妊婦）
乳児健康診査受診票交付（転入乳児）

子育て支援課
25・3536
25・3259

○ 公金の収納業務 収納課
25・3575

○
○

水道料金・下水道使用料の収納業務
水道の開閉栓に関する手続

（移転等で使用中止・開始される場合、４～５日前から届
出ができます）
※３月23日（日）、29日（土）の午前中も実施します。

水道業務課
25・2398

日曜日午前中に窓口を開設
　転入・転出等の異動が多い３月末と４月はじめの日曜日に、本庁の
窓口サービスを実施します。

記
入
し
、郵
送
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
（
他

薦
の
場
合
は
、
所
有
者
の
承
諾
を

得
て
く
だ
さ
い
）。

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
花

と
緑
の
推
進
課（
２
５
・３
６
４
４
）

「
御お

ふ
な
ぐ
ら

船
倉
コ
ン
サ
ー
ト
」
出

演
の
詩
吟
団
体

　

浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会
で
は
、
５

月
18
日
（
日
）
に
開
催
す
る
「
浜

崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館
」
の
催

し
の
ひ
と
つ
「
御
船
倉
コ
ン
サ
ー

ト
」
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
や
近
隣
で
活
動

し
て
い
る
詩
吟
の
団
体

主
催
・
申
し
込
み

４
月
10
日
ま
で
に
、
浜
崎
伝
建

お
た
か
ら
博
物
館
実
行
委
員
会

（
０
９
０
・
３
２
３
０
・
２
１
３
４
）

柏
村
へ

希望者に見本紙として
３月号をお送りします
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新
緑
の
萩
往
還
ウ
ォ
ー
ク

　

や
ま
ぐ
ち
萩
往
還
・
語
り
部
の

会
で
は
、
語
り
部
に
よ
る
ガ
イ
ド

付
き
の
萩
往
還
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き
・
コ
ー
ス

○
４
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
、

萩
往
還
梅
林
園
集
合

◦
コ
ー
ス　

涙
松
→
明
木
→
涙
松

（
約
４
時
間
）

○
４
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
、

乳
母
の
茶
屋
（
明
木
）
集
合

◦
コ
ー
ス　

明
木
→
一い
っ
し
ょ
う
だ
に

升
谷
→

釿ち
ょ
う
の
ぎ
り
切
バ
ス
停
→
明
木
（
約
４
時

間
）

○
４
月
20
日
（
日
）
午
前
８
時
、

乳
母
の
茶
屋
（
明
木
）
集
合

◦
コ
ー
ス　

明
木
→
一
升
谷
→

佐
々
並
バ
ス
停
→
明
木
（
約
６
時

間
）

■
定
員　

各
日
20
人
程
度
（
最
少

２
人
）

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

※
昼
食
は
各
自
持
参
で
す
。

■
申
込
方
法　

３
月
31
日
ま
で

に
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話

番
号
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

主
催
・
申
し
込
み

や
ま
ぐ
ち
萩
往
還
・
語
り
部
の
会

（
０
８
３
・
９
２
０
・
３
３
２
３
Ｆ

Ａ
Ｘ
兼
、
メ
ー
ルya_kataribe

@
yahoo.co.jp

）

山
口
県
健
康
福
祉
祭
（
ス

ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会
）

　

こ
の
大
会
で
の
成
績
上
位
者
は

10
月
４
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
全

国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
）
と
ち
ぎ
大
会
」
に
出
場
で
き

ま
す
。
な
お
、
来
年
の
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
は
山
口
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

■
と
き　

５
月
21
日
（
水
）

※
雨
天
の
場
合
は
22
日
（
木
）

■
と
こ
ろ　

維
新
百
年
記
念
公

園
、
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ー
ク
（
山
口
市
）、
周
防
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
周
南
市
）

■
対
象
者　

60
歳
以
上
（
昭
和
30

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）

■
競
技
種
目　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、弓
道
、剣
道
、ゴ
ル
フ
、

囲
碁
、
将
棋
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

■
申
込
方
法　

４
月
11
日
ま
で

に
、
高
齢
・
障
が
い
支
援
課
、
各

総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
備
え

付
け
の
申
込
書
を
提
出

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産
税
係（
２
５
・
３
４
８
５
）、各
総
合
事
務
所
、
支
所
・
出
張
所

固
定
資
産
税

を
有
す
る
物
件
に
限
り
閲
覧
で
き

ま
す
。

■
閲
覧
場
所　

税
務
課
固
定
資
産

税
係
、
各
総
合
事
務
所
、
各
支
所
・

出
張
所

■
閲
覧
に
必
要
な
も
の　

閲
覧
さ

れ
る
方
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
等
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
、

法
人
の
場
合
は
社
印
ま
た
は
委
任

状
が
あ
わ
せ
て
必
要
で
す
。

※
借
地
人
・
借
家
人
等
に
つ
い
て

は
、
契
約
書
等
の
権
利
関
係
が
わ

か
る
資
料
が
必
要
で
す
。

■
手
数
料　

【
閲
覧
手
数
料
】
１
件
に
つ
き

２
０
０
円
（
４
月
１
日
〜
５
月
30

日
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
の
縦

覧
期
間
中
は
無
料
）

【
台
帳
の
写
し
の
交
付
手
数
料
】

１
枚
に
つ
き
２
０
０
円

た
め
課
税
さ
れ
て
い
な
い
土
地
や

家
屋
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
帳
簿
に

記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
で
き
る
方　

市
内
の
土
地

ま
た
は
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、

納
税
義
務
者
の
代
理
人

※
市
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し

て
い
な
い
方
ま
た
は
非
課
税
等
の

た
め
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
〜
５
月

30
日（
土
・
日
曜
日
、休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

納
税
者
が
、
自
分
の
所
有
す
る

資
産
の
評
価
額
と
市
内
の
他
の
資

産
の
評
価
額
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
自
身
の
資
産
に
対
す
る
評
価

が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

•
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

•
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
価
格
）

※
非
課
税
ま
た
は
免
税
点
未
満
の

■
縦
覧
場
所　

税
務
課
固
定
資
産

税
係
、
各
総
合
事
務
所
、
各
支
所
・

出
張
所

※
期
間
中
の
木
曜
日
は
、
税
務
課

固
定
資
産
税
係
の
窓
口
に
限
り
、

午
後
７
時
ま
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の　

縦
覧
さ

れ
る
方
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
等
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
、

法
人
の
場
合
は
社
印
ま
た
は
委
任

状
が
あ
わ
せ
て
必
要
で
す
。

■
手
数
料　

無
料
（
コ
ピ
ー
は
で

き
ま
せ
ん
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
平
成
26
年
度

の
固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）

の
閲
覧
を
開
始
し
ま
す
。

■
閲
覧
で
き
る
方　

納
税
義
務

者
、
納
税
管
理
人
、
納
税
義
務
者

の
代
理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
等

（
賃
借
権
者
、
地
上
権
者
そ
の
他

使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る

権
利
を
有
す
る
方
）

※
借
地
人
・
借
家
人
等
は
、
権
利

□
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
の
縦
覧

□
固
定
資
産
税
課
税
台
帳（
名な
よ
せ
ち
ょ
う

寄
帳
）の
閲
覧

４
月
１
日
〜
５
月
30
日
は
無
料
で
縦
覧
・
閲
覧
で
き
ま
す
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※
ゴ
ル
フ
は
４
月
８
日
ま
で
に
、

申
込
書
に
参
加
料
（
３
人
１
チ
ー

ム
６
０
０
０
円
、別
途
プ
レ
イ
代
）

を
添
え
て
、
山
口
県
ゴ
ル
フ
協

会（
０
８
３
・
９
７
３
・
４
７
０
１
）

に
直
接
申
し
込
み
。

■
主
催　

山
口
県
生
涯
現
役
推
進

セ
ン
タ
ー

申
し
込
み

高
齢
・
障
が
い
支
援
課
（
２
５
・
３

１
３
７
）、
各
総
合
事
務
所
市
民

窓
口
部
門

市
民
公
開
講
座
「
健
康
で

長
寿
の
秘
訣
は
美お

い味
し
い

食
事
か
ら
」

　

萩
市
医
師
会
で
は
、
安
心
・
安

全
な
医
療
の
構
築
に
向
け
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き 

３
月
22
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題　
「
食
事
か
ら
見
た
胃
腸

の
が
ん
予
防
ー
食
生
活
の
工
夫
は

が
ん
を
抑
え
る
か
」

■
講
師　

天
野
祐
二
（
国
際
医
療

福
祉
大
学
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
化

学
療
法
研
究
所
付
属
病
院
教
授
）

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
食
生
活
を
考

え
る
」（
都
志
見
病
院
職
員
、
割
烹

千
代 

料
理
長
な
ど
５
人
が
参
加
）

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
医
師
会
（
２
２
・
０
２
２
４
）

接
客
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

研
修
講
座

　

萩
商
工
会
議
所
で
は
、
新
入
社

員
や
若
手
社
員
等
を
対
象
に
、
研

修
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
８
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
建
設
会
館（
江
向
）

■
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
基
本

講
座
、
電
話
応
対
の
仕
方
、
来
客

応
対
の
仕
方
等

■
講
師　

温
ぬ
く
し
な品

富ふ

み

こ
美
子
（
ケ
イ
・

ア
ン
ド
・
ワ
イ
専
門
講
師
）

■
対
象
者　

新
入
・
中
途
採
用
社

員
、
今
ま
で
本
格
的
に
接
客
実
習

研
修
を
受
け
て
い
な
い
中
堅
社
員

■
定
員　

40
人

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
非
会

員
３
０
０
０
円
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
商
工
会
議
所（

２
５
・
３
３
３
３
）

地域別予防注射日

４月２日㈬ 萩地域（川内）

３日㈭ 萩地域（三見、椿、木間、
山田、市民館）

４日㈮ 萩地域（見島）

８日㈫ 萩地域（椿東、大井）

９日㈬ 萩地域（川内、椿東、椿）

10日㈭ 萩地域（相島、大島）
福栄地域

16日㈬ 川上地域、旭地域

17日㈭ 旭地域

22日㈫ むつみ地域

23日㈬ 須佐地域

24日㈭ 田万川地域

実施場所・時間 料金（1 頭）

犬の飼い主
（登録済）の方

事前に「注射日程表」および「狂犬
病予防注射受付票」を送付します。
※注射会場へは必ず「狂犬病予防
注射受付票」をご持参ください。

2,950円
◦注射料金2,400円
◦注射済票交付手数料
　550円

新たに犬を
飼われる方

環境衛生課または各総合事務所で
確認してください。

5,950円
◦登録料金3,000円
◦注射料金2,400円
◦注射済票交付手数料
　550円

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
毎

年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
生
後
91
日
以
上

の
犬
を
飼
う
と
き
は
、
犬
の
生
涯

に
１
度
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、狂
犬
病
予
防
注
射（
集

合
注
射
）
と
登
録
受
付
を
、
４
月

に
実
施
し
ま
す
。
都
合
の
よ
い
場

所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
３
４
１
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

　

今
年
１
月
に
政
府
か
ら
推

薦
書
（
正
式
版
）
が
ユ
ネ
ス

コ
に
提
出
さ
れ
、
平
成
27
年

の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し

術
〜
萩
反
射
炉
・
恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造

船
所
跡
に
み
る
〜
」

■
講
師　

道
ど
う
さ
こ迫
真
吾
（
萩
博
物
館

主
任
研
究
員
）

■
報
告　
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
と
萩
の
構
成
資
産
」（
世

界
遺
産
登
録
推
進
課
職
員
）

■
参
加
料　

無
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

■
主
催　

世
界
遺
産
登
録
推
進
萩

市
民
会
議

問
い
合
わ
せ

世
界
遺
産
登
録
推
進
課

（
２
５
・
３
３
８
０
）

※動物病院で個別に注射を受ける場合の注射料金は上記と異なりますので、
各動物病院にお問い合わせください。

て
い
る
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
そ
の
構
成

資
産
と
な
っ
て
い
る
萩
反
射
炉
等

の
当
時
の
科
学
技
術
を
テ
ー
マ
に

講
演
会
と
報
告
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

３
月
20
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
演
題　
「
幕
末
萩
藩
の
科
学
技
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普
通
展
示

◦
浮
世
絵
「
月
岡
芳
年 

風
俗

三
十
二
相
」
〜
４
月
13
日

◦
東
洋
陶
磁
「
緑
り
ょ
く
ゆ
う釉

陶
器
の
歴

史
」
〜
５
月
18
日

◦
陶
芸
「〈
龍
人
伝
説
〉
の
世
界
」

〜
４
月
13
日
、「
オ
ブ
ジ
ェ
ー
陶

造
形
の
潜
勢
力
Ⅱ
」
〜
６
月
22
日

■
観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
、
学

生
（
19
歳
以
上
）
２
０
０
円
、
70

歳
以
上
・
18
歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日

　

日
本
工
芸
会
山
口
支
部
会
員
の

陶
芸
、
赤
間
硯
、
金
工
、
漆
芸
の

４
部
門
の
新
作
、
力
作
を
展
示
し

ま
す
。

◆
会
員
に
よ
る
展
示
作
品
解
説

■
と
き　

４
月
12
日
（
土
）、
13

日
（
日
）、19
日
（
土
）、20
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

■
観
覧
料　

一
般
・
学
生
３
０
０

円
、
18
歳
以
下
・
70
歳
以
上
は
無

料

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
と
き　

前
期
＝
６
月
15
日

（
日
）、
後
期
＝
11
月
16
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

県
内
各
会
場

※
試
験
の
種
類
に
よ
り
会
場
・
時

間
が
異
な
り
、
萩
市
で
は
、
前
期

は
乙
種
第
四
類
、
後
期
は
乙
種
第

四
類
・
丙
種
が
受
験
で
き
ま
す
が
、

他
の
試
験
は
他
市
で
の
受
験
と
な

り
ま
す
。

■
前
期
分
受
験
案
内
・
願
書　

消

防
本
部
、
弥
富
出
張
所
、
紫
福
分

遣
所
、
佐
々
並
分
遣
所
備
え
付
け

■
願
書
提
出
期
間　

前
期
＝
４
月

11
日
〜
22
日
、
後
期
＝
８
月
29
日

〜
９
月
12
日

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課

（
２
５
・
２
７
９
８
）

萩
市
長
杯
争
奪
市
内
高
等

学
校
硬
式
野
球
大
会

　

萩
高
校
、
萩
商
工
高
校
の
公
式

野
球
部
が
対
戦
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
（
開
会
式
）

■
と
こ
ろ　

萩
ス
タ
ジ
ア
ム

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
図
書
館
３
周
年
記
念
行
事

　

開
館
３
周
年
を
記
念
し
て
、
企

画
展
示
等
を
開
催
し
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
山
口
文
学
ギ
ャ
ラ

リ
ー
企
画
展　

紡
ぐ
言
葉「
ま
ど
・

み
ち
お
と
星
野
哲
郎
」

■
と
き　

３
月
30
日
（
日
）
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館
（
２
階
）

■
内
容　

詩
人 

ま
ど
・
み
ち
お

と
作
詞
家 

星
野
哲
郎
の
世
界
を

「
歌
わ
れ
る
詩
」
と
い
う
視
点
か

ら
資
料
約
40
点
で
紹
介
。

【
関
連
行
事
】 　

■
と
き　

３
月
21
日
（
金
・
祝
）

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館
（
２
階
）

○
詩
の
朗
読
「
ま
ど
さ
ん
の
詩
を

楽
し
む
」（
午
後
１
時
30
分
〜
）

■
内
容　

ま
ど
・
み
ち
お
の
６
編

の
詩
の
朗
読

○
企
画
展
の
解
説
（
午
後
２
時
〜

２
時
30
分
）

■
講
師　

渡
邉
佳か

よ

こ
世
子
（
県
立
山

口
図
書
館
主
任
）

◆
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
、
読
み
語
り

と
音
楽

■
と
き　

３
月
27
日
（
木
）

○
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
（
午
後
１
時

30
分
〜
１
時
45
分
）

○
読
み
語
り
と
音
楽
（
１
時
50
分

〜
３
時
30
分
）

①
チ
ェ
ロ
と
も
の
が
た
り
の
奏か
な

で

「
宮
沢
賢
治
作 

セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー

シ
ュ
」（
１
時
50
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館
２
階

②
語
り
と
音
楽
「
芥
川
龍
之
介
作 

蜘く

も蛛
の
糸
」（
３
時
〜
）

■
と
こ
ろ　

児
童
館
２
階

■
出
演
者　

瀬
川
よ
し
み
（
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
遠
藤
和

子
（
広
島
交
響
楽
団
チ
ェ
リ
ス

ト
）、長
岡
あ
ゆ
み（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

■
内
容　

文
学
作
品
の
読
み
語
り

に
合
わ
せ
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
を
演
奏

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

至
誠
館
企
画
展
示
「
松
陰

先
生
と
前
原
一
誠
」

　

松
下
村
塾
で
学
び
、
四
境
戦
争

や
戊
辰
戦
争
で
活
躍
、
明
治
維
新

後
に
萩
の
変
で
亡
く
な
っ
た
前
原

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

一
誠
の
生
誕
１
８
０
年
を
記
念
し

た
企
画
展
示
で
す
。

■
と
き　

３
月
21
日
（
金
）
〜
５

月
26
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
年
中
無
休
）

■
と
こ
ろ　

松
陰
神
社
宝
物
殿

「
至
誠
館
」

■
内
容　

前
原
一
誠
が
使
用
し
た

陣
笠
や
吉
田
松
陰
が
前
原
一
誠
に

与
え
た
読
書
記
録
な
ど
の
展
示

■
入
館
料　

一
般
５
０
０
円
、
中

学
・
高
校
生
２
５
０
円
、
小
学
生

１
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

松
陰
神
社
宝
物
殿
「
至
誠
館
」

（
２
４
・
１
０
２
７
）

４
月
10
日（
木
）〜
20
日（
日
）

山
口
伝
統
工
芸
展

緑
りょくゆうおうとう

釉鴨 塘
後漢時代・1 〜 3 世紀
高さ 19.0㎝
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企画展

〜
４
月
６
日（
日
）ま
で

◆
櫃ひ

つ
し
ま島 

全
戸
勢
ぞ
ろ
い
写
真

　

昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）
９
月

に
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
す
。

　

当
時
の
全
世
帯
、
10
戸
80
余
人

が
家
族
ご
と
に
集
ま
っ
て
写
真
に

納
ま
っ
て
い
ま
す
。
レ
ン
ズ
を
見

つ
め
る
皆
さ
ん
の
生
き
い
き
と
し

た
表
情
が
印
象
的
で
す
。
助
け

合
っ
て
勤
勉
に
働
き
、
ふ
る
さ
と

に
生
き
る
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
写
真
で
す
。

　

遠
く
に
防
風
林
の
松
林
が
見
え

ま
す
が
、
島
の
台
上
は
広
大
で
、

良
く
耕
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
立
つ
の
は
、
取
り
入
れ
が
終

わ
っ
た
葉
タ
バ
コ
の
畑
で
す
。
背

後
に
は
、
農
耕
に
使
役
さ
れ
た
牛

が
草
を
食
べ
て
い
ま
す
。

　

大
島
小
中
学
校
櫃
島
分
校
の
小

中
学
生
は
、制
服
を
着
て
い
ま
す
。

分
校
が
廃
校
と
な
る
の
は
昭
和
40

年
（
１
９
６
５
）
の
こ
と
で
す
。

以
降
は
、
子
ど
も
た
ち
は
親
元
を

離
れ
、
浜
崎
に
設
け
ら
れ
た
学
校

寄
宿
舎
（
明め
い
わ和
寮
）
か
ら
明
倫
小

学
校
、
明
経
中
学
校
に
通
い
ま
し

た
。

　

櫃
島
を
含
む
萩
六
島
や
、
阿
武

川
ダ
ム
建
設
に
よ
る
離
村
集
落
の

40
〜
50
年
前
の
写
真
を
多
数
紹
介

し
、ふ
る
さ
と
を
振
り
返
り
ま
す
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

展
示
を
担
当
し
た
職
員
が
解
説

■
と
き　

３
月
15
日
（
土
）、
４

月
５
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
会
期
中
無
休

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載

昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）、
櫃
島

萩
城
下
の
古
き
雛ひ

な

た
ち
「
流

し
雛
」

　

現
在
、
旧
久
保
田
家
住
宅
な
ど

市
内
12
カ
所
で
開
催
中
の
「
萩
城

下
の
古
き
雛
た
ち
」の
最
終
日
に
、

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
無

病
息
災
を
願
っ
て
、
流
し
雛
を
行

い
ま
す
。

　

当
日
は
、流
し
雛
作
り
を
行
い
、

来
場
者
用
の
ひ
な
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ひ
な
の
持
ち
込
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
と
き　

４
月
３
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
11
時
（
流
し
雛
作
り　

９

時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

旧
湯
川
家
屋
敷
周
辺

の
藍
場
川

■
主
催　

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

被
災
地
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

杉
良
太
郎
講
演
＆
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト

　

昨
年
７
月
28
日
の
集
中
豪
雨
災

害
に
対
す
る
復
興
支
援
の
た
め
、

俳
優
・
歌
手
の
杉
良
太
郎
さ
ん
の

講
演
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き  

４
月
６
日
（
日
）
午
後

３
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

第
１
部
：
講
演
「
福
祉
・

想
い
の
ま
ま
に
」、
第
２
部
：
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
６
５
年
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
。

67
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
文
五
捕
物
絵
図
」

の
主
演
で
脚
光
を
浴
び
、
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
「
遠
山
の
金
さ
ん
」
な
ど

多
数
主
演
。
福
祉
活
動
を
続
け
大

臣
表
彰
等
を
受
賞
。

■
入
場
料　

前
売
４
８
０
０
円

（
当
日
５
３
０
０
円
）

※
全
席
自
由
席
。
義
援
金
と
し
て

１
０
０
０
円
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

ア
ト
ラ
ス
萩

店
、
サ
ン
リ
ブ
萩
、
萩
楽
器
店
、

市
民
館
、市
役
所
本
庁
総
合
案
内
、

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

主
催
・
問
い
合
わ
せ

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
杉
良
太

郎
講
演
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
（
２
２
・
１
３
０
９
） 

光

國吉
田
松
陰
顕
彰
吟
詠
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会

　
「
至
誠
を
も
っ
て
一
生
を
貫
き
、

近
代
日
本
の
誕
生
に
身
命
を
奉
げ

た
松
陰
の
魂
を
学
ぶ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
吟
詠
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
第
10
回
大
会
を
記
念
し
て
、

伝
統
芸
能
の
披
露
も
あ
り
ま
す
。

■
と
き　

４
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

吉
田
松
陰
の
漢
詩
・
和

歌
、
俳
句
作
品
の
競
吟
（
幼
少
年

の
部
、
一
般
３
部
）、
伝
統
芸
能

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

吉
田
松
陰
顕
彰
吟
詠
実
行
委
員

会（
０
８
３
・
９
２
５
・
８
６
６
６
）

木
原

　

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○永遠の０（ゼロ）
○ルパン三世VS名探偵コナン
　THE MOVIE
○十五少年漂流記 海賊島DE!大冒険

上映中〜3/28
3/15〜4/6

3/21〜4/6
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開催中〜22㊏
　写真展「さくら満開②〜旭の桜〜」 9:30〜 明木図書館

18㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館

19㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
将棋であそぼう 15:30〜 明木図書館

21㊎ ギャラリートーク
　「まどさんの詩を楽しむ」 13:30〜 萩図書館

26㊌〜5/10㊏
「図書館でこんなことしたよ！」写真展 9:30〜 明木図書館

27㊍
まなぼう館 春のおはなし会 10:30〜 須佐図書館
萩図書館開館3周年
記念セレモニー・読み語りと音楽 13:30〜 萩図書館

28㊎
春休み特別行事
パネルシアターを楽しもう！ 10:30〜 明木図書館

似顔絵教室 15:30〜 明木図書館
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

【休館日】 須佐図書館：17㊊、19㊌、21㊎、24㊊、31㊊
   　　　明木図書館：17㊊、19㊌、21㊎、23㊐、24㊊、31㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

13:30 〜福川保育園
10:00 〜福栄保セ
10:00 〜福栄保セ
13:30 〜福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児教室
●乳幼児相談
　健康づくり教室
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
18 ㊋
19 ㊌
25 ㊋
27 ㊍

9:30 〜旭活性化セ
13:00 〜旭マルチメディアセ

　栄養相談日19 ㊌
地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜弥富公民館

10:00 〜田万川保セ
9:30 〜やまびこ

9:30 〜須佐公民館
13:30 〜田万川体育館

9:00 〜須佐駅前
14:00 〜須佐公民館
10:00 〜弥富公民館

　弥富ウェルネス教室
　健康ちょきん教室
　弥富元気もりもり体操
　須佐元気もりもり体操
　室内運動教室
　須佐ウォーキングの会
　みんなの健康運動教室
　弥富脳がよろこぶ会

17 ㊊
18 ㊋
19 ㊌
20 ㊍
25 ㊋
27 ㊍
28 ㊎
31 ㊊

萩健康福祉センター ☎25・2667

25 ㊋
26 ㊌

　心の健康相談（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00 〜
13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:30 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ
9:00 〜萩市保セ

13:30 〜大井公民館
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ
18:30 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ

13:30 〜江向 1 区公会堂
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜堀内公会堂
13:30 〜今古萩公会堂

17 ㊊

18 ㊋

19 ㊌

20 ㊍

25 ㊋

27 ㊍

28 ㊎

●母子相談室
●ふたごちゃん集まれ！
　こころの相談日（要予約）
●3歳児健康診査
　あすなろ会
　大井グッドヘルス
●10か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　スマートライフセミナー夜間部　
　こころの相談日（要予約）
　江向体操教室
　こころの相談日（要予約）
　堀内健康教室
　今古萩タマちゃん体操会

15㊏ •朝日杯争奪バスケットボール選抜大会（高校の部）
　〜16日　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館ほか

16㊐
•阿武萩中学校新人野球大会

8:30〜田万川グラウンドほか
•むつみ地域Mリーグサッカー大会

8:30〜むつみグラウンド
19㊌ •川上地域親睦ソフトバレーボール大会

19:00〜川上体育館
21㊎ •萩オープンテニスシングルス大会（春季）

9:00〜萩市テニスコート

23㊐

•春季連盟杯ソフトテニス大会
9:00〜萩市テニスコート

•朝日杯争奪バスケットボール選抜大会（中学校の
　部）　　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館ほか
•ソフトバレーボール弥富大会　　9:00〜弥富体育館

30㊐ •建球会カップソフトバレーボール大会
9:00〜市民体育館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
20㊍ ピヨピヨ「お楽しみ会」 10:30〜11:30 

22㊏ 卓球名人になろう！ 14:00〜16:00
おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜

23㊐ プラバン工作 10:00〜12:00
13:00〜15:00

26㊌ だんすダンス 18:45〜20:15
27㊍ 子育て相談 10:30〜11:30

29㊏ 卓球大会（要申し込み） 13:30〜16:00
おはなし会おひさま(子ども図書館) 15:00〜

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
18㊋、25㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

18㊋ 発達相談日 10:00〜12:00
絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
20㊍ 市の福祉サービス
27㊍ 施設使用料等の改定、日曜日の市役所窓口の開設
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情報カレンダー日月火水木金土
1

32 5 6 7 8
11

17 18
9 1314 1512
16 21 2220
10

24 25262723
19

4

28 29
30 31

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

※小児科は、19日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患センターで
　対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

16日㊐
21日㊎
23日㊐
30日㊐

［内外科］
［内科］
［内科］
［内科］

松井（下田万）
川上（川上）
弥富（弥富下）
すさ（須佐）

08387・2・0345
54・2014
08387・8・2311
08387・6・3376

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊐
●「紡ぐ言葉〜まど・みちおと星野哲郎〜」展 〜30日　　　　　（9:00〜/萩図書館）内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397
産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557

17㊊
●市・県民税等の申告受付（2/17〜3/17） （8:30〜/市内各会場）外科 萩市民（椿） 25･1200
●人権相談 （10:00〜/田万川保健センター）内科 柳井（橋本町） 22・0748

18㊋
○心配ごと相談　　　 （9:30〜/社協旭事務所、13:30〜/旭マルチメディアセンター）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
●萩まちじゅう博物館おたから総会 （15:00〜/萩博物館講座室）内科 中嶋（今古萩町） 22・2206
●21はぎ市民会議報告会 （19:00〜/サンライフ萩）

19㊌
○年金出張相談 （10:00〜/田万川総合事務所）外科 めづき（土原） 22･2248

内科 めづき（土原） 22･2248
小児科 いわたに（椿東） 24・2100

20㊍
●行政相談 外科 玉木（瓦町） 22･0030

（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 萩慈生（玉江） 25・6622
●萩・世界遺産登録推進講演会 （13:00〜/萩博物館講座室）

21㊎
○萩で働こう！就職相談会 （13:00〜/サンライフ萩）内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397
産婦人科 都志見（江向） 22・2811

22㊏
●萩往還ワンデーウォーク2014 （9:00〜/旭〜中央公園）外科 MP萩（堀内） 24・0082
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （9:00〜/明木 つつじ手前バイパス）内科 全真会（玉江浦） 22・4106
○萩で働こう！就職相談会 （13:00〜/市民館小ホール）
○市民公開講座「健康で長寿の秘訣は美味しい食事から」（14:00〜/サンライフ萩）

23㊐
○萩で働こう！就職相談会 （13:00〜/サンライフ萩）内科・歯科（外科）
○萩高校吹奏楽部定期演奏会 （13:30〜/市民館大ホール）休日急患診療センター（椿）26・1397
●萩の酒まつり （17:00〜/萩本陣）産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557

24㊊
外科 花宮（平安古町） 25･8738
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

25㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 萩市民（椿） 25･1200
○萩商工高校吹奏楽部定期演奏会 （18:30〜/サンライフ萩）内科 柳井（橋本町） 22・0748

26㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 かわかみ（椿東） 21・7538

内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

27㊍
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 都志見（江向） 22・2811
●萩図書館3周年記念セレモニー、読み語りと音楽　　（13:30〜/萩図書館ほか）内科 市原（塩屋町） 22・0184
●萩おもてなし大賞 表彰式・記念講演会 （18:30〜/千春楽味楽亭）

28㊎
外科 平岡（新川東） 25・7100
内科 波多野（堀内） 25・2788

29㊏
●明倫小学校新校舎見学会 （11:00〜/明倫小学校新校舎）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 みやうち（椿） 25・2500

30㊐
●市役所の窓口開設 （8:30〜12:00/市役所本庁）内科・歯科（外科）
○池坊萩支部華展 〜31日 （10:00〜/市民館）休日急患診療センター（椿）26・1397

産婦人科 都志見（江向） 22・2811

31㊊
外科 田町（東田町） 24・1234
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

16 →31日 日

月3
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより 本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※2月16日〜2月28日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成26年２月末日）
人口／52,265人（前月比ー98）
男／24,000人（前月比ー51）  女／28,265人（前月比ー47）
世帯数／24,153世帯（前月比−30） 
出生／18人 死亡／77人

の

果物/野菜

　伊予柑発祥の地「萩」。大井の柑橘選果場では、
伊予柑の選果、出荷作業が始まっています。伊予柑
は寒暖の差が少ない沿岸部を中心に栽培され、大井
地区では 57 戸の農家が 7.5ha で栽培しています。
伊予柑は萩市で生まれた突然変異の柑橘。明治 19
年に発見され、「穴門柑（あなとかん）」と呼ばれて
いましたが、明治 22 年に愛媛県（伊予の国）の人
が持ち帰り愛媛で広まったため「伊予柑」と命名さ
れました。穴門（あなと）は長門の国の意味。
　伊予柑は、皮は厚めながらもむき易く、柔らかな
果肉は果汁が多く、むいた瞬間から果汁がしたたり
落ちるほどです。口の中に広がる香りの良さに加え、
ほどよい甘みと酸味は、他の柑橘にはない独特の食
味で人気があります。 
　今年は８月下旬まで干ばつ傾向で推移したことか
ら果実肥大がやや抑えられたものの、秋口の降雨に
より酸度は平年に比べ低く、口当たりの良い伊予柑
に仕上がっています。選果場では日量 1,000 ケー
ス（１ケース 10kg）程が選果され、３月中下旬ま
で県内市場を中心に販売される予定です。

表紙

　２月 23 日に開催された、萩・幕末維新検定に、
353 人が挑戦。会場では、一

い ち き

木保夫さん（須佐、
47 歳）が、熊毛をあしらったかぶり物と陣羽織で
奇兵隊隊長に扮して受検開始の号令や見回りをする
など、雰囲気を盛り上げました。
■受検者アンケートから
　「先人たちの偉業を改めて勉強する機会でした。
次に伝えていきたいと思います」
　「70 歳を過ぎて久しぶりに快い緊張感を味わい
ました」
　「特典ツアーは萩博物館コースに参加し、ボラン
ティアの方の説明がとてもわかりやすかった」
　「2015 年 NHK 大河ドラマに楫取素彦の妻が取
り上げられると聞き、幕末からの歴史に興味があり
受検しましたが難しかったです」

第１回 萩・幕末維新検定
試験官は奇兵隊隊長
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